
 

  

 
 
       

      今年の夏は猛暑が続き、6 月から 9 月末 

     の間に三島では最高気温が 30 度を超えた 

日が 80 日以上もありました。お彼岸の頃 

から、ようやく朝晩は涼しく秋らしい陽気 

が感じられるようになりホッとしています。 

これから一気に秋も深まりそうです。体を

動かすには心地よい季節。地域の運動会に参加したり、

街中のイベントに出掛けたり、屋外のさわやかな空気を

胸いっぱいに吸い込んで大いに愉しんでください。 

 広報みしま 10 月 1 日号で三島市の公共交通の現状に

ついてお伝えしたように、市内の公共交通のカバー率は 

90％以上で多くの人が利用できる環境にはなっていま

すが、路線によっては運行本数が少なく、利便性が低い

ため利用者数が減少して収益が上がらずさらに運行状況

が悪くなる、という悪循環に陥っています。こうした状

況は様々な要因が絡んでおり一気に解決することは難し

いものですが、行政・事業者・市民が一体となって公共

交通を守っていかなければなりません。｢富士山南東ス

マートフロンティア推進協議会｣では、三島市･裾野市･

長泉町･清水町の広域連携事業として｢自動運転の実証実

験｣を進めており、12 月には国土交通省の地域公共交通

確保維持改善事業補助金を活用した三島駅北口と下土狩

駅を結ぶ自動運転バスの実証実験を予定しています。潜

在的ニーズ掘り起こしやバス運転手不足への対応など持

続可能な公共交通の実現に官民一体で取り組んでいます。 

三島市長 豊岡 武士 

 
 

 
     
 

 

     2023 年 4 月 1 日、「こども家庭庁」が発足しました。こども 

   や若者が一人一人大切な存在として自分らしく健やかに成長で

きるよう社会全体で支えていくために、これまで大人中心に考

えられてきた国や社会の形を「こどもまんなか」へと変えてい

く司令塔となる新しい組織です。子ども・若者や子育てする人

の目線に立って必要な施策を考え、各自治体や NPO、地域の

人たちと協力して、こどもが健やかに成長するための取組みを

進めるとともに、社会の変化によって生じる新しい課題にも対

応しています。三島市では、妊産婦や子ども、子育て家庭への

支援を一層充実させるため、改正児童福祉法に定められた来年

4 月の努力義務を前倒して 10 月 1 日から「こども家庭センター」

を設置します。虐待等の困難を抱えた家庭に対応する「子ども

家総合支援拠点」(子育て支援課)と妊産婦や乳幼児に関する相

談窓口「子育て世代包括支援センター」(健康づくり課)の機能

を一体化し、さらに連携を強化して相談支援にあたります。 

 【改正児童福祉法】 （令和 4年 6月成立） 

虐待による重篤な死亡事例など、依然として子ども、その保護者、家庭を

取り巻く環境は厳しく、子育てを行っている母親のうち約 6割が孤立し

た状況に置かれていることや、地域の子ども・子育て支援事業が必要とさ

れる要支援児童等に十分に利用されず、子育て世帯の負担軽減等に対す

る効果が限定的なものとなっている状況等を踏まえ、児童等に対する家

庭及び養育環境の支援を強化し、児童の権利の擁護が図られた児童福祉

施策を推進するたよう、市町村における要保護児童等への包括的かつ計

画的な支援の実施、児童福祉及び母子保健に関し包括的な支援を行う 

「こども家庭センター」の設置等を各市町村に課す内容の法律 

豊岡たけし後援会だより 10月号 

三島市長         〒411-0035 三島市大宮町 2-14-20 
豊岡たけし後援会事務所  TEL 055-976-2160 FAX 055-976-2159 

E-mail：toyotake@mail.wbs.ne.jp 
ホームページ http://www.toyooka-takeshi.jp/ 

 

こどもまんなか 「こども家庭庁」 
～こどもや若者が自分らしく成長できる社会を目指して～ 



  糖尿病と共に生きる 

  人生の主役はあなた 

 
 
 

◇第 15 回 三島バル 10月 1 日(日)～７日(土) 
 ～三島の街で飲み歩き、食べ歩き、まち歩き～ 
三島の中心市街地を中心とした飲食店の魅力を再発見しよう！ 

三島の観光・食・自然など地域が持つ固有の風土や環境共有し、 

にぎわいの創出と街の活性化を図ります。お店の人も歩く人も 

みんなが笑顔になる、おいしく楽しいイベントです。今年も、 

個性あふれる魅力的な 54 店舗が参加します。バルチケットを 

買っていろいろな 1 ドリンクと自慢の一皿を味わってください。 

開催時間は 10 時～24 時。ただし、店舗によって異なります。 

【バルチケット】 

1冊 5枚綴り： 前売り ４，５００円 ・ 当日 ５，０００円 

前売販売所： 参加店舗、みしまプラザホテル、三島商工会議所 他 

当日販売所： 参加店舗、三島商工会議所・１階（１０月１日のみ） 

◇第 61 回三島市芸術祭 10 月 5 日～22 日 

三島市文化芸術協会加盟団体による舞台公演と作品展からなる 

『三島市芸術祭』。古典から現代までの様々な文化･芸術活動を 

楽しむ会員の皆さんが日頃の成果を発表します。今年は、34 の 

団体が「薫る文化を今ここに」をスローガンに多彩なパフォー 

マンスや力作を約一か月にわたってお届けします。（入場無料） 

○ 作品展   会場： 市民生涯学習センター3階   

※ オープニングセレモニー 10月５日（木）午前 10時 

・書道展            10月 5日（木）～ 8日（日） 午前 10時 

・写真展・いけばな展  １0月 12日（木）～15日（日）  〃 

・美術展          10月 19日（木）～22日（日）  〃 

○ 舞台公演  会場： 三島市民文化会館   ※全席自由 

・邦楽･吟詠詩舞 10月 ７日（土） 開演 午後 1時 小ホール 

・日本舞踊     10月 ８日（日）       〃 

・洋楽の部     10月１５日（日）       〃 

・洋楽の部     10月２２日（日） 開演 正 午   大ホール 

 

 
 

  

◇第 27 回 三島市市民講座 
～糖尿病と共に生きる 人生の主役はあなた～ 
三島市医師会や三島総合病院等の協力を得て開催される｢三島市 

市民講座｣。それぞれの専門分野から講師をお招きする講演には 

毎年、多くの方にご参加をいただいております。講演の前には、 

医師や薬剤師などによる相談会も行います。日頃から疑問に思っ 

ていることもお気軽にご相談ください。 

日 時： 10月 14日（土） 午後 2時～5時 

会 場： 三島市民文化会館 小ホール 

【会場内ブース】 （午後 2時～3時） 

① 医師・薬剤師による健康相談コーナー 

② 救急救命士による応急手当体験コーナー 

     【ご講演】 

      ① 糖尿病、知っていれば怖くない 

      ② 糖尿病ラブストーリー♡とある夫婦の食事情 

        ③ からだ丸ごと、みしまるっと体操 

      ④ 聞いて安心！糖尿病の薬 

◇令和 5 年度 みしま教養セミナー 

誰でもいつでも生きがいを持って地域社会の様々な活動に参画 

できるよう、市民の学習ニーズや地域の課題に応じた多様な学 

習機会を提供する教養講座です。今年度は、順天堂大学および 

日本大学国際関係学部の教授をお招きします。 

① 順天堂大学講座 10月 20日（金） 14時～16時 

   テーマ： 糖尿病食事療法の工夫や困りごとを学び会いましょう 

講 師： 保健看護学部・教授 東 めぐみ氏 

② 日本大学講座   11月  2日（木） 14時～16時 

    テーマ： 国際収支を巡る動き 

   講 師： 国際関係学部・教授 武田 英俊氏 

※ 会 場： 市民生涯学習センター 3階 講義室 （両日とも） 

※ 対 象： 市内在住、在勤、在学の方 各回８０名程度 （参加費無料） 

※ 申込み： 教育推進部生涯学習課 電話 983-0881 
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